
















ある筑波大学で教育学を専攻しています。日本には 2016 年現在、合計 777 の大学があり、その




に、東京にたった一つ、官立師範学校（The National Normal School）を開設しました。その後、
学校制度の急速な発展に伴って師範学校は全国に数多く作られていったのですが、最初につくら
れた師範学校は、他の師範学校で教鞭をとる教員を育て、教育学の研究を行う機関として発展を
遂げていきました。やがて、高等師範学校（The Higher Normal School）、東京高等師範学校（Tokyo 
Higher Normal School）となり、さらに東京文理科大学（Tokyo Liberal Arts and Science 

















                                                   
1  本稿は、The 4th International Conference on Teacher Education（National Taiwan 
University on October 21-23, 2016）の Keynote Speech として Current System and 
Programs for Pre-service Training of Secondary Teachers in Japan: Issues of “Content 
Knowledge of Teachers” in College Programと題する講演を行うために日本語で作成した原
稿に加筆し修正したものである。 
－  －





























Dr. Lee Shulmanが 1986年の論文の中で、“Pedagogical Content Knowledge（PCK）”とい
う概念を提起して以来、日本の教員養成においても、とくに教育方法学や教科教育学の研究分野
















ます。日本の教育政策担当者は、「実践を重視した研究（research concerned with educational 


































































































現在、普通免許状（Regular certificate）は学歴水準によって 3 段階になっています。二種免
許状（Class Ⅱ certificate）は 2年制の短期大学卒業者に授与されます。大半を占めるのは一種
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leadership development）」という名称の専攻が設置されており、私は「スクールリーダーシッ
プ論」という授業を担当しています。 
そう考えると、「学び続ける教師」のコンセプトは、「教授実践者（teaching practitioner）」と
いう視野だけではなく、「学校リーダー（school leader）」をも含めて検討することが重要です。
教職キャリアの中に学校リーダーとしての役割とキャリアを位置づけて教師教育を再構築する必
要があります。 
 
（４）おわりに 
まとめますと、教師教育に関わって、大学における学術的研究の刷新を進めていくことが必要
です。それは、「実務」のみに囚われない「真の専門職教育（authentic professional education）」
を構築するための、「大学における学術的研究」と「学校現場での教育実践」の架橋を不可欠とし
ます。その際、「子どもに様々な知識などを教える専門家」としての教師と、「多様で複雑で不透
明な教育課題に協働で取り組むチームのメンバー及びリーダー」としての教師ということがとも
に留意されなければなりません。 
いま、国家間の経済競争に囚われて視野が狭くなりがちな教育改革の中で、地球上の子ども達
の未来を広い視野で捉え、「競争」ではなく「共生」のための新たな社会を切り拓く重要な鍵を握
っているのが、教師教育です。それを根底で支える教育学研究を、ともに社会の発展に有益なも
のへとつくりかえていきましょう。 
－  －
